
　　タイトル
きちょくれ仲町・大手前 ∞3150（令和サイコー）佐伯パンフェス

～ 繋ぐ繋げるプロジェクト ～
　　
＜研究の目的＞
2年次に行ったワークショップでパン作りを体験して会話が弾んだのでパンは、人と人を繋げる力があると実感
しました。また、昨年先輩が行ったカレープロジェクトで鵡川高校に義援金を寄付したことをきっかけに、私も

人の役に立ちたいと思いました。そして、この二つを掛け合わせてパンフェスという、人と人とのコミュニケー

ションの場を作ろうと考えたからです。

＜研究の具体的な取り組みと成果＞

鵡川訪問　8月26日～8月29日　3泊4日

そうだ！！
～苦労したこと～　　　　　　　　　　　　　　　　　　～当日（令和元年11月2日(土)）～
市・パン屋・小、中学校への協力要請　　　　　　　　　　　　　　　来場者数約1000人！！　スタッフ総勢80名以上！！
なかなかパン屋の出店が決まらず、出店するメリットを多くした。　人気のなかった仲町に昭和の頃の賑わいが戻った！！

　パンチャレンジコンテスト募集のため小・中学校に説明に行った。　情報科学高校や鵡川高校、市内のパン屋、佐伯ごまだし
　パンフェス宣伝のために取材をたくさん受けた。　　　　　　　　　うどん大作戦の方々、城下堂の方々が参加してくれた。

↑取材を受けたことでコミュニケーション力が身についた。　　　　
チラシを分かりやすくシンプルにすること！　　

　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
＜感想・今後の課題＞
今回、パンフェスという大きなイベントを実行委員
長として携わることができとてもいい経験になりました。
パンフェスを作るうえで、上手くいかなくて苦しい時もありました。でも、周りの友達や家族の支えもあって、
やり遂げることができました。このパンフェスを通して、人と人を繋げることの大切さや、コミュニケーション
力の大事さを学びました。高校生活の最後でパンフェスを企画し、いろんな経験を重ねたことで、自分自身も
とても成長できたと思います。今回の売上金は、台風被害に見舞われた宮城県伊具高校に義援金として贈りました。
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